ドリームチームの実験結果　谷口

Ⅰ．夢見工房の実験
①見たかった夢

人間の出ない夢。
現実のしがらみなどをいったん全部忘れるような夢。

②条件・手段

なるべく、人間とか街とかをイメージしないように、落ち着いた自然の写真や、可愛い動物の写真などを見つめた。

また、見つめている間はなるべくそのことだけを考えられるようにした。

部屋の掃除や、その日にやるべきだったことはなるべく済ましておくようにした。

③結果・感想
●結果１：宗教団体のボスにじきじきに勧誘される夢。しつこくて、圧力的なものを感じた。断固として断ったが、すごく不快だった。
●結果２：お祭りでガラガラまわすくじをする夢。たんとうのオバサンに世間話を聞かされる。今回のお祭りの集客率や売り上げなどの話を、帳簿を見せられながら聞かされた。オバサンと話を合わせた。

●感想：人間がもろに出てきた。現実のしがらみや他人との折衝から離れようとする気持ちが反動になったのだろうか。
Ⅱ．アクティブイマジネーションの実験

①イマジネーションはうまく行ったか

イメージは動いたが、どうしても最後には具体的な事柄や人物がイマジネーションの中に出てきた。

深い、象徴的なイマジネーションには到達できなかった。

②何らかの洞察は得られたか

その日の悩み事など、目の前のことに関する洞察しか得られなかった。
ただ、精神的におちつく効果はあった。

Ⅲ.極端な実験

①見たい夢

動物の仲間になる。のんきで明るい夢。

②方法

寝る前にリラックマの「キイロイトリ」のぬいぐるみをひたすら見つめ続けた。

寝る際には布団に固定して、薄明かりをつけて、常に目の前に見えるようにした。
「今日は俺は君の家族だよ、仲間に入れてね☆」などしつこく話しかけ、自己暗示をした。顔と密着させたりもした。
③結果、感想

結果：火縄銃を持って戦場に参加する夢。戦国時代のような舞台だった。目の前の仲間たちが、敵軍に撃たれてどんどん死んでいく。しかし、こちらの軍の将軍は鎧もつけず私服でふんぞり返っていたので「何でわれわれにこんなことをさせるんだ」と非常に腹が立った。許せなくなったので自分の火縄銃で討ち取った。なぜか自分の火縄銃は連射できた。

感想：人間から離れられない。無理に夢を変えようとしないほうが逆にいいのかもしれないとも思えた。
